
25　田中親美透写古筆切「名葉集」の研究（５）﻿ 

田
中
親
美
透
写
古
筆
切
「
名
葉
集
」
の
研
究
（
５
）

小

島

孝

之

『
名
葉
集
　
下
』
前
半
の
内
容

194　

聖
徳
太
子　

戸
隠
切

下
は
、『
古
筆
名
葉
集
』
の
通
例
に
倣
っ
て
経
切
か
ら
始
ま
る
が
、

既
存
の
国
宝
手
鑑
な
ど
に
は
見
ら
れ
な
い
新
出
の
断
簡
が
多
い
。
古
筆

切
じ
た
い
と
し
て
は
貴
重
な
発
見
で
あ
る
が
、
国
文
学
研
究
の
視
点
か

ら
は
残
念
な
が
ら
そ
れ
ほ
ど
研
究
の
進
展
に
寄
与
す
る
事
柄
は
多
く
な

い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
意
味
で
暫
く
退
屈
な
作
業
に
な
る
が
、

紙
幅
を
費
や
す
こ
と
を
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
。

ま
ず
最
初
に
登
場
す
る
の
は
伝
聖
徳
太
子
筆
の
「
戸
隠
切
」
で
あ
る
。

具
引
き
を
施
し
た
美
麗
な
料
紙
に
一
行
に
八
基
の
宝
塔
の
形
を
雲
母
で

摺
り
出
し
、
一
つ
の
塔
の
中
に
一
文
字
を
書
写
す
る
一
字
宝
塔
経
と
呼

ば
れ
る
装
飾
経
で
あ
る
。
長
野
県
の
戸
隠
神
社
に
伝
来
し
た
こ
と
か
ら

命
名
さ
れ
た
ら
し
い
。
元
来
は
『
法
華
経
』
八
巻
と
開
経
の
『
無
量
義

経
』
と
結
経
の
『
観
普
賢
経
』
を
合
わ
せ
た
十
巻
が
揃
っ
て
伝
来
し
た

筈
で
あ
る
が
、
現
在
の
戸
隠
神
社
に
は
三
巻
の
巻
子
本
が
伝
存
す
る
の

み
で
、
そ
れ
以
外
に
は
断
簡
と
し
て
諸
家
に
分
蔵
さ
れ
て
い
る
。
院
政

期
の
名
筆
家
と
し
て
有
名
な
藤
原
定
信
の
代
表
的
な
真
筆
遺
品
と
し
て

重
要
な
も
の
で
あ
る
。
本
断
簡
は
新
出
の
一
行
の
断
簡
で
あ
る
。
所
蔵

者
等
の
記
載
は
な
い
。
内
容
は
『
法
華
経
』
譬
喩
品
（
大
蔵
経
16
頁
上

段
21
―
22
行
）
の
一
行
で
あ
る
。
縦
二
九
・
二
、
横
一
・
九
㎝
。
界
罫

は
不
明
。（
図
１
）

（
翻
刻
）

可
為
説
若
直
柔
軟
常

図1



26

195　

聖
徳
太
子　

戸
隠
切

本
断
簡
は
、
国
宝
手
鑑
『
藻
塩
草
』
に
貼
付
さ
れ
た
断
簡
の
透
写
で

あ
る
。
よ
っ
て
以
下
を
省
略
す
る
。

196　

聖
徳
太
子　

太
秦
切

本
断
簡
右
上
の
見
出
し
に
「
聖
徳
太
子
」
と
あ
り
、
右
下
に
一
文
字

「
谷
」（
所
蔵
者
名
か
）
と
あ
る
。
左
下
に
「
紺
紙
銀
罫
金
書
剥
落
せ
し

所
■
■
ノ
様
□
■
ユ
」
と
あ
る
が
、
所
々
虫
損
の
た
め
に
読
め
ず
、

判
り
辛
い
が
、
紺
紙
銀
罫
金
字
の
『
法
華
経
』
で
あ
る
こ
と
、
一
行
九

字
で
あ
る
こ
と
、
書
風
と
か
ら
、
伝
聖
徳
太
子
筆
「
太
秦
切
」
で
あ
る

と
推
定
す
る
。「
太
秦
切
」
は
「
戸
隠
切
」
と
同
様
の
一
字
宝
塔
経
で

あ
る
が
、
本
透
写
で
は
宝
塔
の
有
無
は
分
か
ら
な
い
。
ま
た
、「
太
秦

切
」
は
一
行
十
字
と
さ
れ
る
が
、
一
行
八
字
、
九
字
の
も
の
も
あ
り
、

果
た
し
て
す
べ
て
同
一
の
経
の
断
簡
で
あ
る
の
か
も
疑
わ
し
い
。
筆
跡

は
「
戸
隠
切
」
に
類
似
し
て
い
る
が
藤
原
定
信
と
は
認
め
ら
れ
て
い
な

い
。
ま
た
定
信
の
父
定
実
の
書
風
に
も
類
似
す
る
が
こ
れ
も
認
め
ら
れ

て
い
な
い
。
春
名
好
重
氏
は
『
古
筆
大
辞
典
』
に
於
い
て
、「『
太
秦

切
』
の
書
風
は
、
仁
平
四
年
（
一
一
五
四
）
五
月
一
日
書
写
の
『
紺
紙

金
字
大
威
徳
陀
羅
尼
経
』（
乗
宝
寺
所
蔵
）
の
書
風
と
よ
く
似
て
い

る
」
と
述
べ
て
い
る
。
本
透
写
を
「
太
秦
切
」
と
断
ず
る
の
は
い
さ
さ

か
躊
躇
わ
れ
る
が
、「
太
秦
切
」
の
実
態
が
よ
く
分
か
ら
な
い
の
で
、

一
応
「
伝
聖
徳
太
子
筆
太
秦
切
」
と
し
て
お
き
た
い
。
内
容
は
『
法
華

経
』
譬
喩
品
（
大
蔵
経
10
頁
下
段
9
―
11
行
）
で
あ
る
。
縦
三
〇
・
八
、

横
六
・
二
㎝
。
界
二
五
・
八
、
罫
二
・
〇
㎝
の
三
行
。（
図
２
）

（
翻
刻
）

我
等
不
解
方
便
随
宜
所

説
初
聞
佛
法
遇
便
信
受

思
惟
取
澄
世
尊
我
従
昔

197　

吉
備
真
備　

虫
喰
切

本
断
簡
右
上
の
見
出
し
に
は
「
吉
備
真
備　

虫
喰
切
」
と
あ
り
、
虫

損
の
形
状
を
克
明
に
写
し
て
い
る
。
内
容
は
『
成
唯
識
宝
論
』
巻
一

（
大
正
蔵
77
頁
中
段
29
行
―
下
段
3
行
）
の
三
行
で
あ
る
。
縦
二
六
・

八
、
横
三
・
三
㎝
。
外
界
一
五
・
八
、
内
界
一
四
・
七
㎝
。（
図
３
） 図2
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（
翻
刻
）

識
観
是
無
過
失
方
便
正
路
為
此
類
故
顕
彼
方

便
於
諸
経
中
種
種
行
相
而
廣
宣
説
如
地
水
火

風
并
所
持
物
品
類
難
悉
方
■
無
邊
由
此
審
知

198　

菅
原
道
真　

式
切
類
切

『
古
筆
名
葉
集
』
の
類
に
は
比
較
的
早
く
か
ら
「
式
切
」
と
い
う
名

称
が
登
場
し
て
い
る
。
伊
井
春
樹
等
編
『
新
版
古
筆
名
葉
集
』
に
よ
っ

て
見
る
と
、
内
閣
文
庫
蔵
『
古
筆
家
秘
書
』
に
「
式　

二
段
圭
四
寸
六

分　

七
分
半　

十
字
一
行
朱　

星　

行
字(

不
動
講
式)

」
と
あ
る
と
い

う
。
こ
の
（
）
内
は
朱
に
よ
る
書
き
込
み
だ
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
後
人

に
よ
る
書
き
込
み
か
も
し
れ
な
い
。
静
嘉
堂
文
庫
蔵
『
古
筆
切
目
安
』

に
は
該
当
す
る
記
載
は
な
く
、
文
政
十
一
年
版
『
古
筆
名
葉
集
』
に
な

る
と
、「
式
ノ
切　

白
紙
墨
書
朱
点
ア
リ
法
会
ノ
式
文
也
」
と
「
式
ノ

切
」
な
る
名
称
が
記
載
さ
れ
る
。
安
政
五
年
版
『
増
補
新
撰
古
筆
名
葉

集
』
に
は
「
式
切　

白
紙
墨
罫
朱
星
ア
リ
不
動
講
式
行
書
」
と
内
容
が

特
定
さ
れ
る
。
田
中
塊
堂
編
の
『
昭
和
古
筆
名
葉
集
』
で
は
、
こ
の

『
増
補
新
撰
』
の
記
述
を
踏
襲
し
て
さ
ら
に
、「
七
寸
四
分
罫
高
四
寸
一

分
」
と
い
う
寸
法
の
説
明
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
該
当
す
る

「
式
切
」
の
断
簡
と
な
る
と
、「
講
式
」
の
断
簡
な
ど
と
い
う
も
の
は
な

い
。
国
宝
手
鑑
『
藻
塩
草
』
に
貼
付
さ
れ
た
断
簡
が
、
古
筆
家
宗
家
に

よ
っ
て
「
式
切
」
と
極
め
ら
れ
た
数
少
な
い
断
簡
で
あ
る
が
、
も
ち
ろ

ん
「
不
動
講
式
」
で
は
な
い
。「
深
密
儀
軌
云
」
と
し
て
経
文
が
五
字

＋
五
字
の
一
行
十
字
で
引
用
さ
れ
て
い
る
。
引
用
さ
れ
て
い
る
の
は

『
金
剛
頂
瑜
伽
降
三
世
成
就
極
深
密
門
』
の
偈
の
部
分
で
あ
る
。『
古
筆

家
秘
書
』
に
言
う
所
の
「
十
字
一
行
」、「
二
段
」
と
い
う
説
明
に
は
該

当
す
る
。
他
に
該
当
し
そ
う
な
断
簡
は
、
国
宝
手
鑑
『
翰
墨
城
』
に
貼

付
さ
れ
る
断
簡
で
、
料
紙
の
縦
寸
法
が
か
な
り
短
い
が
、
元
々
上
下
の

余
白
が
か
な
り
広
い
の
で
切
断
し
た
ら
し
い
。
罫
の
寸
法
は
ほ
ぼ
一
致

し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。「
十
字
一
行
」「
朱
星
」
と
い
う
点
は
合
致
す

る
。
内
容
は
『
勝
軍
不
動
明
王
四
十
八
使
者
秘
密
成
就
儀
軌
』（
他
に

も
内
容
の
一
致
す
る
儀
軌
は
二
種
あ
る
）。
こ
ち
ら
は
二
段
書
に
は
な

っ
て
い
な
い
。
他
に
料
紙
の
寸
法
が
ほ
ぼ
一
致
し
「
一
行
十
字
」
の
条

件
を
満
た
す
「
式
切
」
に
該
当
し
そ
う
な
も
の
を
探
す
と
、
重
文
手
鑑

図3
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『
高
松
帖
』
所
収
の
断
簡
が
あ
る
。
こ
ち
ら
の
内
容
は
『
金
剛
手
光
明

灌
頂
経　

大
威
怒
念
誦
儀
軌
法
品
』
の
引
用
で
あ
る
。
も
う
一
点
、
平

成
十
八
年
七
月
の
『
思
文
閣
古
書
資
料
目
録
第
197
号
』
に
紹
介
さ
れ
た

手
鑑
『
毫
戦
』（
現
在
は
東
京
国
立
博
物
館
に
収
蔵
）
に
貼
付
さ
れ
た

断
簡
が
あ
る
。
こ
ち
ら
の
内
容
は
、『
金
剛
峰
楼
閣
一
切
瑜
祇
経　

修

行
法
秘
密
問
答
』
又
は
『
大
聖
妙
吉
祥
菩
薩
秘
密
八
字
陀
羅
尼
修
行
曼

荼
羅
次
第
儀
軌
法
』
の
い
ず
れ
か
と
思
わ
れ
る
。
も
し
こ
れ
ら
が
同
一

書
物
か
ら
の
ツ
レ
の
断
簡
で
あ
る
な
ら
ば
、
原
本
は
何
ら
か
の
儀
軌
を

集
成
し
た
仏
書
で
あ
っ
た
か
と
推
測
さ
れ
る
。

さ
て
、
透
写
の
本
断
簡
に
話
を
戻
す
と
、「
一
行
十
字
」「
二
段
」
の

の
条
件
は
満
た
し
て
お
り
、
一
応
「
式
切
」
と
見
做
し
て
も
よ
さ
そ
う

な
の
だ
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
寸
法
が
か
な
り
異
な
る
。「
式
切
」
に

書
式
等
が
類
似
す
る
断
簡
が
、
そ
れ
な
り
に
多
く
あ
る
よ
う
で
あ
り
、

本
断
簡
も
そ
う
し
た
物
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
中
に
真
正
の
「
式

切
」
が
混
入
し
て
い
る
可
能
性
も
排
除
は
で
き
な
い
が
、
取
り
敢
え
ず

「
式
切
類
切
」
と
し
て
お
く
。
内
容
は
『
浴
仏
功
徳
経
』
そ
の
他
、
一

致
す
る
文
言
を
有
す
る
仏
書
は
多
数
あ
り
限
定
で
き
な
い
。
寸
法
は
、

縦
二
〇
・
八
、
横
三
・
三
㎝
。
外
界
一
五
・
八
、
内
界
一
四
・
七
㎝
で
、

寸
法
的
に
「
式
切
」
と
は
異
な
る
よ
う
で
あ
る
。
左
下
に
「
田
中
子
爵　

元
氏
井
帖
」
と
あ
る
。「
田
中
子
爵
」
と
は
田
中
光
顕
の
こ
と
か
と
思

わ
れ
る
。「
田
中
光
顕
」
は
明
治
四
十
年
に
伯
爵
に
任
ぜ
ら
れ
る
が
、

本
断
簡
の
書
写
は
明
治
四
十
年
以
前
か
と
思
わ
れ
る
の
と
、
田
中
親
美

と
田
中
光
顕
が
知
己
の
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
の
推
測
で
あ
る
。

（
図
４
）

（
翻
刻
）

諸
法
従
縁
起　

如
来
説
是
因

199　

菅
原
道
真　

河
内
切

菅
原
道
真
の
真
筆
の
遺
品
は
残
っ
て
い
な
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、
伝

道
真
筆
の
経
切
は
非
常
に
多
い
。
学
問
・
文
道
の
神
と
崇
め
ら
れ
る
が

ゆ
え
の
現
象
で
あ
ろ
う
。
本
断
簡
は
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
巻
三
（
大

正
蔵
415
頁
上
段
２
―
４
行
）
の
二
行
で
、
通
常
菅
原
道
真
筆
「
河
内

切
」
と
称
さ
れ
る
も
の
に
当
た
る
。
本
書
の
見
出
し
に
も
「
菅
家　

河

内
切
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。「
河
内
切
」
の
名
称
の
由
来
は
河
内
国
の

道
明
寺
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
だ
と
い
う
が
、
道
明
寺
に
は
道
真
の 図4
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伯
母
の
覚
寿
尼
が
い
た
と
さ
れ
て
お
り
、
同
寺
に
は
道
真
の
用
い
た

笏
・
石
帯
・
硯
な
ど
も
伝
来
し
て
い
る
と
い
う
。
し
か
し
、
本
断
簡
の

元
の
『
紫
紙
金
字
金
光
明
最
勝
王
経
』
は
国
分
寺
に
収
め
ら
れ
て
い
た

も
の
で
、
天
平
十
四
年
発
願
の
写
経
と
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、『
古
筆

名
葉
集
』
類
に
は
、「
河
内
切
」
は
な
く
、
代
り
に
「
紫
切
」
と
し
て

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
縦
二
四
・
九
、
横
二
・
九
㎝
。
出
典
に
「
翰
林

帖
」
と
あ
る
。（
図
５
）

（
翻
刻
）

切
功
徳
善
根
悉
皆
廻
向
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩

提
尓
時
天
帝
釋
白
佛
言
世
尊
世
間
所
有
男
子

200　

菅
原
道
真　

式
切

見
出
し
に
「
菅
家　

式
切
」
と
あ
る
。
書
写
形
式
の
「
二
段
」
に
は

合
致
し
な
い
が
、『
藻
塩
草
』
の
形
式
と
は
一
致
し
、
寸
法
も
大
体
合

致
し
、「
式
切
」
と
見
做
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
内
容

は
『
陀
羅
尼
集
経
』
巻
八
・
金
剛
部
の
中
巻
に
該
当
す
る
文
言
が
あ
る
。

料
紙
は
縦
二
二
・
一
、
横
三
・
三
㎝
。
外
界
一
五
・
八
、
内
界
一
四
・

七
㎝
、
罫
二
・
三
㎝
で
あ
る
。
こ
れ
に
も
「
翰
林
帖
」
の
記
載
が
あ
る
。

（
図
６
）

（
翻
刻
）

柱
屈
臂
向
上
其
戟
上
下

各
有
三
叉
皆
有
鋒
刃
一
頭

201　

菅
原
道
真　

仏
書
切

こ
れ
も
見
か
け
上
は
「
式
切
」
に
似
て
い
る
が
、
罫
線
、
界
線
が
描

か
れ
て
い
な
い
の
で
そ
れ
以
外
の
仏
書
と
し
て
お
く
。
内
容
的
に
も
こ

れ
に
合
致
す
る
経
典
は
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
の
範
囲
で
は
見
当
た
ら

な
い
。
儀
軌
の
類
か
。
傍
記
に
は
「
菅
家
」
と
あ
る
の
み
。
縦
一
四
・

八
、
横
一
・
三
㎝
。
下
方
に
大
き
な
破
損
が
あ
る
。（
図
７
）

図5

図6
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（
翻
刻
）

釼　

不
動　
　

武
内　

阿
弥
■

202　

菅
原
道
真　

筑
紫
切

内
容
は
『
華
厳
経
』
巻
七
十
（
大
正
蔵
381
頁
中
段
25
行
―
下
段
９

行
）
の
十
三
行
で
あ
る
。
古
筆
切
の
中
に
、
筆
者
を
「
天
神
」、「
聖

廟
」、「
菅
公
」
な
ど
と
極
め
た
紫
紙
金
字
『
華
厳
経
（
八
十
巻
本
）』

が
あ
る
。
白
鶴
美
術
館
蔵
手
鑑
所
載
断
簡
『
華
厳
経
（
八
十
巻
本
）』

に
は
「
筑
紫
切
」
と
い
う
切
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。『
古
筆
名
葉
集
』

類
に
「
筑
紫
切
」
と
い
う
名
称
は
な
く
、
唯
一
『
増
補
新
撰
古
筆
名
葉

集
』
に
至
っ
て
初
め
て
「
河
内
切
」
の
異
称
の
一
つ
と
し
て
登
場
す
る

の
み
で
あ
る
。
実
際
、
国
宝
手
鑑
『
見
ぬ
世
の
友
』
所
載
の
紫
紙
金
字

『
華
厳
経
（
八
十
巻
本
）』
の
断
簡
に
は
「
河
内
切
」
と
す
る
極
札
が
付

属
し
て
い
る
。
し
か
し
、
199
の
項
で
述
べ
た
よ
う
に
「
河
内
切
」
は
紫

紙
金
字
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
に
付
さ
れ
た
名
称
で
あ
っ
て
、『
華
厳

経
』
の
名
称
に
す
る
の
は
紛
ら
わ
し
い
。
白
鶴
美
術
館
蔵
手
鑑
の
例
に

倣
っ
て
「
筑
紫
切
」
の
呼
称
を
用
い
る
こ
と
に
し
た
い
。
本
断
簡
に
は

何
ら
注
記
が
な
い
の
で
は
た
し
て
紫
紙
金
字
経
で
あ
る
か
ど
う
か
不
明

で
あ
る
が
、
寸
法
（
特
に
界
と
罫
の
幅
）
の
一
致
な
ど
か
ら
、
一
連
の

伝
菅
原
道
真
筆
紫
紙
金
字
華
厳
経
の
ツ
レ
と
推
定
さ
れ
る
の
で
、「
筑

紫
切
」
と
す
る
。
筆
跡
は
天
平
経
に
相
応
し
い
も
の
で
あ
る
。
縦
二

六
・
六
、
横
二
四
・
四
㎝
。
界
一
九
・
五
、
罫
一
・
九
㎝
。（
図
８
）

（
翻
刻
）

図7

図8
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珞
雲
及
諸
寶
樹
香
海
摩
尼
以
為
荘
厳
於
此
蓋

中
有
菩
提
樹
枝
葉
栄
茂
普
覆
法
界
念
念
示
現

無
量
荘
厳
毘
盧
遮
那
如
来
坐
此
樹
下
有
不
可

説
佛
刹
微
塵
数
菩
薩
前
後
囲
繞
皆
従
普
賢
行

願
出
生
住
諸
菩
薩
無
差
別
住
亦
見
有
一
切
諸
世

間
主
亦
見
如
来
自
在
神
力
又
見
一
切
諸
劫
次
第

世
界
成
壊
又
亦
見
彼
一
切
世
界
一
切
諸
佛
出

興
次
第
又
亦
見
彼
一
切
世
界
一
一
皆
有
普
賢

菩
薩
供
養
於
佛
調
伏
衆
生
又
亦
見
彼
一
切
菩

薩
莫
不
皆
在
普
賢
身
中
亦
見
自
身
在
其
身
内

亦
見
其
身
在
一
切
如
来
前
一
切
普
賢
前
一
切

菩
薩
前
前
一
切
衆
生
前
又
亦
見
彼
一
切
世
界

一
一
各
有
佛
刹
微
塵
数
世
界
種
種
際
畔
種
種

203　

菅
原
道
真　

式
切
類
切

本
断
簡
は
『
翰
墨
城
』
所
載
の
断
簡
で
あ
る
が
、
前
述
の
断
簡
（
後

掲
）
と
は
別
の
断
簡
。
内
容
未
詳
の
仏
書
で
あ
る
。
書
写
形
式
が
ほ
ぼ

一
致
し
、
寸
法
が
異
な
る
の
で
、
一
応
、「
式
切
」
に
似
た
断
簡
と
し

て
、「
類
切
」
に
分
類
し
た
。
以
下
は
割
愛
す
る
。

204　

菅
原
道
真　

式
切

前
述
し
た
『
翰
墨
城
』
所
載
断
簡
の
透
写
。
こ
ち
ら
は
「
式
切
」
と

認
め
て
よ
さ
そ
う
に
思
え
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、『
勝
軍
不
動
明
王

四
十
八
使
者
秘
密
成
就
儀
軌
』
に
同
文
が
あ
る
が
、
他
に
も
同
文
を
載

せ
る
仏
書
が
二
種
あ
る
の
で
出
典
を
特
定
は
で
き
な
い
。
以
下
は
省
略

す
る
。

205　

菅
原
道
真　

讃
岐
切
⑵

細
字
『
合
部
金
光
明
経
』
捨
身
品
の
七
行
で
あ
る
。
本
断
簡
は
『
藻

塩
草
』
所
載
の
断
簡
で
あ
る
か
ら
詳
細
は
省
略
す
る
が
、「
讃
岐
切
」

に
つ
い
て
整
理
し
て
お
く
。
文
政
十
一
年
版
『
古
筆
名
葉
集
』
に
「
讃

岐
切
」
と
い
う
名
称
が
初
め
て
登
場
す
る
。
特
徴
は
「
白
紙
墨
字
細
字

墨
界
ア
リ
」
と
さ
れ
て
い
る
。『
昭
和
古
筆
名
葉
集
』
に
な
る
と
、
さ

ら
に
「
一
行
三
十
四
字
金
光
明
経
ヲ
写
ス
縦
罫
ナ
シ
」
と
い
う
説
明
が

加
わ
る
。
一
行
三
十
四
字
で
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
を
書
写
し
た
経
切

が
静
嘉
堂
文
庫
に
一
巻
あ
り
（『
日
本
の
書
跡
』
26
掲
載
）、
他
に
徳
川

美
術
館
所
蔵
手
鑑
『
玉
海
』
に
一
葉
３
行
、
平
成
十
七
年
六
月
の
『
阪

急
古
書
の
ま
ち
古
書
目
録
』
に
一
葉
９
行
の
断
簡
が
見
ら
れ
る
。『
藻

塩
草
』
所
収
の
本
断
簡
は
、
一
行
四
十
五
字
前
後
、
細
字
で
ぎ
っ
し
り

『
合
部
金
光
明
経
』
が
書
写
さ
れ
て
い
る
。
重
文
手
鑑
『
月
台
』
や
徳
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川
美
術
館
蔵
手
鑑
『
鳳
凰
台
』、
白
鶴
美
術
館
蔵
手
鑑
所
載
の
切
な
ど

も
皆
ツ
レ
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
『
合
部
金
光
明
経
』
の
断
簡
の
方
が
多

く
残
存
し
て
い
る
よ
う
だ
。
元
々
『
古
筆
名
葉
集
』
が
経
切
の
内
容
を

「
金
光
明
経
」
と
し
か
特
定
し
て
い
な
い
の
で
、
ど
れ
が
真
正
の
「
讃

岐
切
」
な
の
か
は
一
概
に
決
め
ら
れ
な
い
。
故
に
『
金
光
明
最
勝
王

経
』
の
方
を
「
讃
岐
切
⑴
」、『
合
部
金
光
明
経
』
の
断
簡
を
「
讃
岐
切

⑵
」
と
区
別
す
る
こ
と
に
し
た
。
し
た
が
っ
て
本
断
簡
は
「
讃
岐
切

⑵
」
に
な
る
。
な
お
、
一
行
四
十
五
字
の
『
法
華
経
』
も
あ
り
（
美
保

神
社
蔵
手
鑑
所
載
断
簡
等
）、
こ
れ
を
「
讃
岐
切
」
と
す
る
向
き
も
あ

る
が
、
今
は
「
讃
岐
切
」
に
は
含
め
な
い
で
お
く
。

206　

菅
原
道
真　

白
氏
文
集
切

伝
道
真
の
「
白
氏
文
集
切
」
と
い
う
も
の
は
『
古
筆
名
葉
集
』
類
に

は
載
っ
て
い
な
い
。
二
つ
の
国
宝
手
鑑
『
翰
墨
城
』・『
藻
塩
草
』
に
貼

ら
れ
た
も
の
と
、
陽
明
文
庫
に
横
六
〇
㎝
程
の
断
簡
が
あ
る
だ
け
で
あ

る
。
本
断
簡
は
『
翰
墨
城
』
所
載
の
一
葉
で
あ
る
。
よ
っ
て
以
下
は
省

略
す
る
。

207　

菅
原
道
真　

白
氏
文
集
切

本
断
簡
は
『
翰
墨
城
』
所
載
の
も
う
一
葉
で
あ
る
。
206
の
断
簡
と
二

枚
続
き
で
、
合
わ
せ
て
一
編
の
詩
に
な
る
。
貼
付
の
都
合
で
分
割
し
た

の
で
あ
ろ
う
。
ゆ
え
に
本
断
簡
に
つ
い
て
も
省
略
す
る
。

208　

菅
原
道
真　

式
切

本
断
簡
は
前
出
の
198
で
詳
述
し
た
『
藻
塩
草
』
所
載
の
断
簡
の
透
写

で
あ
る
か
ら
、
以
下
は
省
略
す
る
。

209　

小
野
篁　

山
門
切

『
藻
塩
草
』
に
於
い
て
「
小
野
篁
」
筆
「
山
門
切
」
と
極
め
ら
れ
て

い
る
も
の
を
基
準
に
す
る
と
、『
広
弘
明
集
』
の
断
簡
で
あ
る
。
現
在

の
と
こ
ろ
、
お
よ
そ
十
五
葉
が
確
認
さ
れ
る
が
、
そ
の
全
て
が
巻
二
十

二
の
断
簡
で
あ
る
。
本
断
簡
も
『
広
弘
明
集
』
巻
二
十
二
な
の
で
、

「
山
門
切
」
と
判
断
で
き
る
。「
法
儀
篇
四
―
五　

論
形
神
」
の
一
節

（
大
正
蔵
253
頁
上
段
27
行
―
中
段
１
行
）
三
行
で
あ
る
。
縦
二
五
・
八
、

横
六
・
三
㎝
。
界
二
一
・
六
、
罫
二
・
一
㎝
。「
翰
林
帖
」
の
書
き
入

れ
が
あ
る
。（
図
９
）

図9
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（
翻
刻
）

凡
夫
異
也
凡
人
一
念
忘
彼
七
尺
之
時
則
目
廃
於
視

足
廃
於
践
當
其
忘
目
忘
足
与
夫
無
目
無
足
亦

何
以
異
哉
凡
人
之
暫
無
本
實
有
無
未
転
瞬
有
己

210　

小
野
篁　

山
門
切

こ
れ
も
右
と
一
連
の
「
山
門
切
」
で
あ
る
。『
広
弘
明
集
』
巻
二
十

二
「
金
剛
般
若
経
集
註
序
」（
大
正
蔵
259
頁
下
段
26
行
―
260
頁
上
段
２

行
）
の
一
節
五
行
で
あ
る
。
縦
二
七
・
七
、
横
一
〇
・
四
㎝
。
界
二

一
・
七
、
罫
二
・
一
㎝
。（
図
10
）

（
翻
刻
）

苞
権
實
而
為
用
窮
不
照
之
照
引
重
昏
於
夢

境
運
無
知
之
知
導
群
迷
於
朽
宅
究
其
實
相

則
般
若
為
之
宗
矣
自
真
容
西
謝
像
教
東
流

香
城
徒
築
於
綿
区
寶
臺
移
搆
於
中
壌
鱗

苹
羽
集
者
咸
侚
其
法
雲
褰
霧
廊
者
已
悟
其

211　

橘
逸
勢　

漢
籍
切

橘
逸
勢
は
三
筆
の
一
人
と
し
て
能
書
の
誉
れ
が
高
い
。
真
筆
の
遺
品

『
伊
都
内
親
王
願
文
』
が
現
存
し
て
い
る
。
し
か
し
古
筆
切
と
な
る
と
、

思
い
の
外
少
な
い
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、『
翰
墨
城
』
所
収

の
詩
序
切
、『
藻
塩
草
』
所
収
の
「
石
山
切
」
と
名
付
け
ら
れ
た
『
春

秋
経
伝
集
解
』
で
あ
ろ
う
か
。「
石
山
切
」
の
名
称
の
由
来
は
、
石
山

寺
に
『
春
秋
経
伝
集
解
』
の
巻
二
六
・
二
七
が
伝
来
し
て
お
り
、
そ
こ

か
ら
切
り
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
他
に
は
陽
明
文
庫
蔵

『
大
手
鑑
』
に
『
瑜
伽
師
地
論
』
の
断
簡
が
あ
る
が
、
こ
ち
ら
は
ツ
レ

の
な
い
孤
例
で
あ
る
。
さ
て
、
本
断
簡
は
『
史
記
』「
張
丞
相
列
伝
」

の
三
行
で
、「
石
山
切
」
と
は
異
な
る
。
見
出
し
に
は
、「
橘
逸
勢　

石

山
切
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、「
石
山
切
」
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
縦

二
三
・
九
、
横
七
・
二
㎝
。
界
二
〇
・
四
、
罫
二
・
三
㎝
。（
図
11
）

図10
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（
翻
刻
）

女
第
往
吾
今
使
人
召
若
通
至
丞
相
府

免
冠
徒
跣
頓
首
謝
嘉
坐
自
如
故
不
為

礼
責
曰
夫
朝
廷
者
高
皇
帝
之
朝
廷
也

212 

橘
逸
勢　

詩
序
切

こ
れ
は
前
項
で
述
べ
た
『
翰
墨
城
』
所
収
の
「
詩
序
切
」
で
あ
る
。

内
容
は
『
王
勃
集
』
の
序
で
あ
る
。
以
下
を
省
略
す
る
。

213　

橘
逸
勢　

石
山
切

こ
れ
が
前
述
し
た
『
藻
塩
草
』
所
収
の
『
春
秋
経
伝
集
解
』
巻
二
七

の
断
簡
で
あ
る
。
よ
っ
て
以
下
を
省
略
す
る
。

214　

魚
養　

経
切
（
善
光
朱
印
経
）

朝
野
魚
養
書
写
と
伝
え
る
経
の
断
簡
の
中
に
、
も
と
元
興
寺
一
切
経

で
あ
っ
た
と
云
わ
れ
る
一
群
の
写
経
が
あ
る
。「
善
光
」
の
朱
印
が
押

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
「
善
光
朱
印
経
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
か
な
り

の
量
が
残
存
し
て
お
り
、
そ
の
奥
書
か
ら
、
天
平
宝
字
二
～
三
年
に
写

経
生
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
本

断
簡
は
『
中
阿
含
経
』（
大
正
蔵
496
頁
中
段
６
―
10
行
）
の
四
行
で
あ

る
。『
中
阿
含
経
』
は
巻
九
の
奥
書
部
分
が
残
存
し
て
お
り
、
そ
れ
に

よ
っ
て
、
天
平
宝
字
三
年
九
月
に
一
難
宝
郎
と
い
う
名
の
写
経
生
が
書

写
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
縦
二
六
・
三
、
横
九
・
五
㎝
。（
図
12
）

（
翻
刻
）

世
敗
壊
時
生
晃
昱
天
世
成
立
時
来
下
生
空
梵

空
殿
中
於
彼
梵
中
作
大
梵
天
余
處
千
反
作
自

図11

図12
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在
天
王
卅
六
反
作
天
帝
釈
復
無
量
反
作
刹
利

頂
生
王
比
丘
我
作
刹
利
頂
生
王
時
有
八
万
四

215　

魚
養　

御
室
切
⑵

朝
野
魚
養
書
写
と
伝
え
る
薬
師
寺
伝
来
の
『
大
般
若
経
』
の
断
簡
を

「
御
室
切
」
と
称
す
る
と
さ
れ
る
が
、
実
際
の
筆
跡
は
十
数
人
に
わ
た

る
と
い
う
。
そ
の
一
部
が
仁
和
寺
に
伝
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、「
御

室
切
」
の
名
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
他
方
、『
藻
塩
草
』
所
載
の
断
簡
は

『
大
智
度
論
』
の
断
簡
で
、「
御
室
切
」
と
極
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

『
大
智
度
論
』
の
ツ
レ
も
多
く
残
存
し
て
お
り
、
や
は
り
天
平
写
経
の

特
徴
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
も
「
御
室
切
」
と
す
る
な
ら
、
前
者
を
⑴
、

後
者
を
⑵
と
区
別
す
る
こ
と
に
す
る
。
本
断
簡
は
そ
の
『
藻
塩
草
』
所

載
の
断
簡
の
透
写
で
あ
る
。
以
下
を
省
略
す
る
。

216　

安
倍
小
水
麿　

小
水
麿
願
経
切

『
大
般
若
経
』
巻
一
二
八
（
大
正
蔵
702
頁
上
段
14
―
18
行
）
の
四
行

の
断
簡
で
あ
る
。
元
の
経
典
が
埼
玉
県
比
企
郡
の
慈
光
寺
に
一
五
二
巻

伝
存
し
て
お
り
、
他
に
十
数
巻
と
断
簡
が
残
存
し
て
い
る
。
そ
こ
か
ら

切
り
出
さ
れ
た
断
簡
を
「
小
水
麿
願
経
」
と
呼
ん
で
い
る
。
現
存
す
る

奥
書
か
ら
、
貞
観
十
三
年
に
上
野
国
の
安
倍
小
水
麿
が
、
災
害
・
悪
疫

を
除
か
ん
と
発
願
し
て
成
っ
た
と
分
か
る
。
所
蔵
者
等
の
注
記
は
な
い
。

透
写
の
左
下
欄
外
に
料
紙
の
特
徴
な
ど
の
注
記
が
あ
る
の
だ
が
、
残
念

な
が
ら
解
像
度
が
悪
く
読
め
な
い
。
縦
二
四
・
五
、
横
七
・
七
㎝
。
界

二
〇
・
一
、
罫
二
・
一
㎝
。（
図
13
）

（
翻
刻
）

尊
重
讃
歎
世
尊
佛
設
利
羅
是
■
円
満
安
住
真

如
所
薫
脩
故
是
極
清
浄
安
住
真
■
所
依
器
故

堪
受
一
切
世
間
天
人
阿
素
洛
等
供
養
恭
敬
尊

重
讃
歎
世
尊
佛
設
利
羅
是
極
円
満
安
住
法
界

217　

最
澄　

経
切
⒆

見
出
し
に
は
「
伝
教
大
師
」
と
あ
り
、
即
ち
最
澄
を
指
す
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
。
最
澄
真
筆
の
遺
品
は
幾
つ
か
あ
る
が
写
経
と
な
る
と 図13
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真
蹟
と
知
ら
れ
る
物
は
な
い
。
伝
「
伝
教
大
師
」
の
経
切
と
し
て
は

「
焼
切
」
が
有
名
で
あ
る
が
、
そ
の
他
の
伝
「
伝
教
大
師
」
の
経
切
は

無
数
に
あ
る
。
本
断
簡
も
そ
れ
ら
の
一
つ
で
あ
る
。
内
容
は
『
法
華

経
』「
陀
羅
尼
品
」（
大
正
蔵
58
頁
中
段
27
行
―
下
段
１
行
）
の
三
行
で

あ
る
。
仮
に
「
経
切
⒆
」
と
し
た
。
縦
二
七
・
〇
、
横
六
・
一
㎝
。

（
図
14
）

（
翻
刻
）

袠
帝
三
十
二　

達
磨
波
利
差
猜
離
反　

帝
三
十
三　

僧
伽
涅

瞿
沙
祢
三
十
四　

婆
舎
婆
舎
輸
地
三
十
五　

曼
哆
邏
三
十
六

曼
哆
邏
叉
夜
多
三
十
七　

郵
楼
哆
三
十
八　

郵
楼
哆
憍

218 

最
澄　

経
切
⒅

本
断
簡
も
伝
最
澄
の
経
切
の
中
の
一
つ
。『
瑜
伽
師
地
論
』
巻
七
十

八
（
大
正
蔵
732
頁
下
段
10
―
13
行
）
の
三
行
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
仮
に

「
経
切
⒅
」
と
し
た
。
縦
二
二
・
四
、
横
五
・
七
㎝
。
界
一
九
・
五
、

罫
一
・
八
㎝
。（
図
15
）

（
翻
刻
）

愛
果
異
熟
因
故
四
者
波
羅
蜜
多
非
諸
雑
染
所

依
事
故
五
者
波
羅
蜜
多
非
是
畢
竟
変
壊
法
故

世
尊
如
是
一
切
波
羅
蜜
多
各
有
幾
種
最
勝
威

219　

空
海　

金
剛
般
若
経
開
題
切

見
出
し
に
は
「
弘
法
大
師　

南
院
切
」
と
あ
る
が
、
実
は
空
海
真
蹟

の
『
金
剛
般
若
経
開
題
』
の
断
簡
二
行
で
あ
る
。
空
海
真
筆
の
遺
品
と

し
て
極
め
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
京
都
国
立
博
物
館
に
六
十
三
行
、

奈
良
国
立
博
物
館
に
三
十
八
行
が
現
存
し
て
お
り
、
そ
の
他
は
す
べ
て

断
簡
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
る
。
本
透
写
に
は
「
翰
林
帖
」
と
の
出
典
表

記
が
あ
る
。
縦
二
六
・
六
、
横
七
・
一
㎝
。
し
か
る
に
、
こ
の
断
簡
の

図14

図15



37　田中親美透写古筆切「名葉集」の研究（５）﻿ 

原
本
は
現
在
、
飯
島
春
敬
氏
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
に
あ
る
ら
し
く
、

『
春
敬
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
名
品
図
録
』
51
に
写
真
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。

同
書
に
よ
る
と
、
現
在
は
別
の
二
行
と
貼
り
合
わ
せ
た
四
行
に
な
っ
て

い
る
。
寸
法
は
縦
二
七
二
ミ
リ
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
透
写
の
親
本
が

果
た
し
て
原
本
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
の
か
疑
問
な
し
と
し
な
い
が
、
原

本
の
図
版
は
多
く
の
展
示
図
録
類
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
以
下
は

省
略
す
る
。

220　

空
海　

仏
書
切
㉞

伝
弘
法
大
師
筆
の
仏
書
切
は
無
数
に
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
。
本
断
簡
も
そ
う
し
た
物
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
『
法
華
論

疏
』
巻
下
の
部
分
（
大
正
蔵
822
頁
中
段
16
―
20
行
）
が
引
用
さ
れ
て
い

る
。
末
尾
の
三
字
「
者
此
句
」
は
『
法
華
論
疏
』
の
文
言
で
は
な
く
、

そ
の
前
の
文
章
が
引
用
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
私
に
「
仏
書
切

㉞
」
と
し
て
整
理
し
て
い
る
。
透
写
元
の
所
蔵
者
を
「
谷
」
と
記
し
て

い
る
。
縦
二
六
・
五
、
横
五
・
三
㎝
。
界
二
四
・
二
、
罫
二
・
〇
㎝
。

（
図
16
）

（
翻
刻
）

中
釋
至
此
方
解
耶
答
上
来
数
解
此
門
今
欲
示
有
疑
者

不
了
前
意
故
重
論
之
就
文
有
二
初
総
明
八
種
次
別
釋
総

明
又
二
初
総
明
是
浄
土
第
二
別
明
八
種
多
寶
如
来
塔
者
此
句

221　

魚
養　

仏
書
切

見
出
し
に
は
「
弘
法
大
師
」
と
書
い
て
あ
る
が
、
ツ
レ
の
多
く
は

「
魚
養
」
と
し
て
い
る
の
で
そ
ち
ら
に
従
っ
た
。
内
容
は
『
四
分
律
刪

繁
補
闕
行
事
鈔
』
巻
上
「
受
欲
是
非
篇
４
」（
大
正
蔵
９
頁
中
段
22
―

28
行
）
で
あ
る
。
今
の
と
こ
ろ
、
伝
魚
養
筆
の
仏
書
切
は
ほ
ぼ
全
て

『
四
分
律
刪
繁
補
闕
行
事
鈔
』
の
断
簡
で
あ
る
。
透
写
元
の
所
蔵
者
を

前
項
と
同
じ
く
「
谷
」
と
記
し
て
い
る
。
縦
二
七
・
二
、
横
一
六
・
二

㎝
。（
図
17
）

図16
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（
翻
刻
）

受
欲
是
非
篇
第
四

夫
事
生
不
意
法
出
恒
情
故
對
情
而
順
其
心

心
順
則
於
法
無
失
故
名
欲
也
然
則
情
事
相

反
故
立
法
以
検
之
検
則
有
事
必
明
若
明
故

對
門
而
弁　

初
明
其
縁
後
明
欲
法
初
中
有

三
一
制
意
釋
名
明
體
二
有
開
遮
三
定
縁
生

非　

初
中
制
意
者
凡
作
法
事
必
須
身
心
俱

222　

空
海　

仏
書
切
㉒

こ
れ
は
又
別
種
の
伝
弘
法
大
師
（
空
海
）
筆
仏
書
切
で
あ
る
。
内
容

は
『
梵
網
経
古
蹠
記
』
巻
下
末
「
無
根
謗
毀
戒
第
三
」（
大
正
蔵
711
頁

上
段
21
―
25
行
）
又
は
『
梵
網
戒
本
疏
日
珠
抄
』
巻
三
十
八
「
第
十
三

無
根
謗
人
戒
」（
大
正
蔵
193
頁
上
段
28
―
下
段
３
行
）
の
い
ず
れ
か
で

あ
る
。
両
者
同
文
の
箇
所
な
の
で
、
ど
ち
ら
で
あ
る
か
分
か
ら
な
い
。

ツ
レ
も
現
時
点
で
管
見
に
入
ら
な
い
の
で
決
定
的
根
拠
が
な
い
。
縦
二

六
・
二
㎝
、
横
五
・
八
㎝
。
界
二
三
・
四
、
罫
一
・
九
㎝
。
左
下
に

「
素
紙
」
と
あ
る
。（
図
18
）

（
翻
刻
）

欲
射
不
辞
弓
矢
目
不
暫
捨
即
鼓
両
趐
来
投
鳫
王
五
百
群

鳫
徘
徊
虚
空
亦
復
不
去
尓
時
猟
師
見
此
一
鳫
即
生
暫
慙
愧

尋
時
放
捨
其
一
鳫
者
即
阿
難
是
阿
闍
世
王
難
放
酔
象
心
生
顧

223　

空
海　

経
切
⑼

伝
空
海
筆
の
経
切
は
、『
華
厳
経
』、『
増
一
阿
含
経
』
な
ど
が
多
い

図17

図18
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が
、
本
断
簡
は
『
大
宝
積
経
』（
大
正
蔵
371
頁
中
段
26
―
27
行
）
で
あ

る
。
縦
二
四
・
〇
、
横
三
・
七
㎝
。
界
罫
は
虫
損
の
た
め
測
定
不
能
。

所
蔵
者
を
「
谷
」
と
記
し
て
い
る
。（
図
19
）

（
翻
刻
）

彼
諸
誹
謗
正
法
人　
　

業
行
所
得
衆
苦
悩

随
其
地
獄
久
近
住　
　

如
来
亦
能
具
足
知

224　

空
海　

南
院
切

こ
ち
ら
は
正
真
正
銘
の
「
南
院
切
」
で
あ
る
。『
新
撰
類
林
抄
』
の

断
簡
で
、
唐
代
詩
人
の
作
品
を
集
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
元
何
巻
あ
っ

た
か
不
明
で
、
京
都
国
立
博
物
館
に
巻
四
の
残
欠
（
国
宝
に
指
定
）
が

あ
り
、
九
世
紀
の
書
写
と
見
ら
れ
て
い
る
。
真
の
書
写
者
は
不
明
で
あ

る
が
、
断
簡
を
弘
法
大
師
筆
の
「
南
院
切
」
と
称
し
て
い
る
。
本
断
簡

は
『
藻
塩
草
』
所
載
の
断
簡
で
あ
る
か
ら
、
以
下
を
省
略
す
る
。

225　

円
仁　

西
塔
切

『
注
維
摩
詰
経
』
の
断
簡
で
あ
る
が
、
見
出
し
に
は
「
慈
覚
大
師　

西
塔
切
」
と
記
し
て
あ
る
。
本
断
簡
は
『
藻
塩
草
』
所
収
断
簡
の
透
写

で
あ
る
。「
西
塔
切
」
に
よ
く
似
た
経
疏
切
で
、『
見
ぬ
世
の
友
』
に
貼

付
さ
れ
て
い
る
断
簡
は
『
尼
羯
磨
』
で
あ
り
、
こ
ち
ら
を
「
無
動
寺

切
」
と
称
す
る
。
そ
の
他
に
も
伝
慈
覚
大
師
の
経
疏
切
は
様
々
な
種
類

が
あ
る
が
、「
西
塔
切
」
と
「
無
動
寺
切
」
の
ツ
レ
が
圧
倒
的
に
多
い
。

以
下
を
省
略
す
る
。

226　

良
源　

経
切
⒁

見
出
し
に
は
「
良
源
」
と
の
み
あ
る
。
伝
良
源
筆
の
経
切
で
ツ
レ
の

多
い
も
の
は
、「
横
川
切
」（
紺
紙
金
字
『(

八
十)

華
厳
経
』）
と
、「
山

上
切
」（
紺
紙
金
字
『
法
華
経
』）
と
で
あ
る
。
本
断
簡
は
『
鞞
婆
舎

論
』（
大
正
蔵
458
頁
下
段
29
行
―
459
頁
上
段
５
行
）
に
該
当
す
る
が
、

ツ
レ
は
管
見
に
入
ら
な
い
。
縦
二
七
・
九
、
横
一
一
・
二
㎝
。
界
二

三
・
〇
㎝
、
罫
二
・
四
㎝
。
原
本
所
蔵
者
を
「
谷
」
と
記
す
。
左
下
に

「
銀
□
」
と
記
し
て
い
る
の
で
、
界
罫
が
銀
な
の
か
も
し
れ
な
い
。（
図

20
）

図19
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（
翻
刻
）

法
合
聚
故
説
一
行
陰
問
曰
無
為
何
以
故
不
立

陰
中
答
曰
謂
非
陰
名
亦
非
陰
性
非
色
名
亦
非

色
性
是
故
不
立
色
陰
中
非
痛
名
亦
非
痛
性
是

故
不
立
痛
陰
中
非
想
名
非
想
性
是
故
不
立
想

陰
中
非
行
名
亦
非
行
性
是
故
不
立
行
陰
中
非

227　

聖
宝　

仏
書
切
⑷

伝
理
源
大
師
聖
宝
筆
と
称
す
る
仏
書
の
断
簡
は
極
め
て
多
い
が
、、

内
容
は
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
る
。
梵
字
入
り
の
書
が
比
較
的
多
い
と
い
う
印

象
は
あ
る
。
本
断
簡
は
七
言
偈
四
行
で
、
ツ
レ
は
管
見
に
入
ら
な
い
。

内
容
は
『
往
生
講
式
』（
大
正
蔵
883
頁
上
段
４
行
―
５
行
）
の
二
行
で

あ
る
。
所
蔵
者
を
「
谷
」
と
す
る
。
縦
二
六
・
八
、
横
七
・
〇
㎝
。

（
図
21
）

（
翻
刻
）

三
僧
祇
耶
大
劫
中　

具
修
百
千
諸
苦
行

功
徳
圓
満
遍
法
界　

十
地
究
竟
證
三
身

228　

俊
仍　

仏
書
切

未
詳
の
仏
書
二
行
で
あ
る
。
伝
俊
仍
筆
の
仏
書
切
で
出
典
の
判
明
す

る
物
は
ほ
ぼ
な
い
。
本
断
簡
の
所
々
に
『
受
菩
薩
戒
儀
』
と
一
致
す
る

語
句
が
散
見
す
る
の
で
、
何
ら
か
の
「
戒
文
」
な
の
で
あ
ろ
う
。
縦
二

八
・
〇
、
横
四
・
九
㎝
。（
図
22
）

図20

図21図22
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（
翻
刻
）

第
二
三
帰

入
三
宝
界
以
信
為
先
奉
帰
三
宝
不
帰
余
邪
魔

229　

覚
猷　

壬
生
切

見
出
し
に
「
鳥
羽
僧
正　

壬
生
切
」
と
あ
る
。
未
詳
の
仏
書
目
録
で

あ
る
が
、『
藻
塩
草
』
所
載
の
断
簡
で
あ
る
。『
増
補
新
撰
古
筆
名
葉

集
』
に
も
載
る
程
だ
が
、
他
に
ツ
レ
の
存
在
を
知
ら
な
い
。
以
下
省
略

す
る
。

230　

俊
寛　

古
今
集
切
（
一
）

『
古
今
集
』
巻
四
（
新
編
国
歌
大
観
215
―
219
）
の
九
行
で
あ
る
。
伝

俊
寛
僧
都
筆
の
「
古
今
集
切
」
は
非
常
に
多
く
あ
り
、『
古
筆
学
大

成
』
は
「
三
輪
切
」
の
他
に
「
古
今
集
切
（
一
）」
～
「
同
（
十
四
）」

ま
で
十
五
種
類
を
掲
載
し
て
い
る
。
実
際
に
は
そ
れ
以
外
に
も
多
種
の

「
古
今
集
切
」
が
存
在
し
て
い
る
。
本
断
簡
は
右
の
（
一
）
に
該
当
す

る
新
出
断
簡
で
あ
る
。
縦
二
三
・
六
、
横
一
五
・
八
㎝
。
出
典
の
書
入

れ
は
一
文
字
あ
る
が
、
読
め
な
い
。（
図
23
）

（
翻
刻
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
み
人
し
ら
す

奥
山
に
も
み
ち
ふ
み
わ
け
な
く
鹿
の
声
き
く
時
そ
秋
は
か
な
」
し

き
　
　

題
し
ら
す

秋
は
き
に
う
ら
ひ
れ
を
れ
は
葦
引
の
山
し
た
と
よ
み
鹿
の
な
く
」

ら
ん

あ
き
萩
を
し
か
ら
み
ふ
せ
て
な
く
鹿
の
め
に
は
み
え
す
て
を
と

の
」
さ
や
け
さ

図23
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こ
れ
さ
た
の
み
こ
の
家
の
哥
合
に
よ
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
と
し
ゆ
き
の
朝
臣

秋
は
き
の
花
さ
き
に
け
り
高
砂
の
お
の
へ
の
鹿
は
今
や
な
く
■
■

　
　

む
か
し
あ
ひ
し
り
■
侍
け
る
人
の
秋
の
ゝ
に
あ
ひ
て

231　

法
然　

書
状
切

右
傍
に
「
法
然
上
人
」
と
記
載
し
て
い
る
。
他
に
伝
法
然
筆
の
書
状

切
と
い
う
も
の
は
管
見
に
入
ら
な
い
。
右
下
欄
外
に
「
翰
林
」
と
あ
る
。

散
ら
し
書
き
の
書
状
の
断
片
で
あ
ろ
う
が
、
意
味
は
解
読
不
可
で
あ
る
。

縦
二
三
・
〇
、
横
六
・
〇
㎝
。（
図
24
）

（
翻
刻
）

　
　

に
月
こ

　
　
　
　

行
か
く　
　
　
　
　

い　

な

　
　
　
　

し
候　
　
　
　
　
　

に

　
　
　
　
　
　

そ　
　
　
　
　
　

も

232　

一
遍　

藤
沢
切

右
上
の
欄
外
に
「
一
遍
上
人
」
と
あ
り
、
右
下
欄
外
に
「
翰
林
」
と

あ
る
。
絵
巻
詞
書
の
断
簡
で
あ
る
。
伝
一
遍
筆
の
絵
巻
詞
書
の
断
簡
は

主
に
三
種
あ
り
、「
藤
沢
切
」
と
「
遊
行
上
人
縁
起
切
」
の
二
種
は

『
一
遍
上
人
絵
伝
』
の
断
簡
。「
霊
山
切
」
は
『
弘
法
大
師
伝
』
の
断
簡

で
あ
る
。
本
断
簡
は
こ
の
内
の
「
藤
沢
切
」
の
二
行
。『
一
遍
上
人
絵

伝
』
の
巻
四
第
３
段
で
、
こ
の
後
二
行
程
間
を
置
い
て
『
見
ぬ
世
の

友
』
所
載
断
簡
が
続
き
、
さ
ら
に
そ
の
直
後
に
『
濱
千
鳥
』（
出
光
美

術
館
蔵
）
所
載
の
断
簡
が
接
続
す
る
。
縦
二
九
・
六
、
横
六
・
六
㎝
。

「
翰
林
」
と
の
注
記
が
あ
る
。（
図
25
）

（
翻
刻
）

御
召
請
な
り
と
て
萬
人
瑞
籬
に

図24

図25
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あ
ゆ
み
を
は
こ
ひ
け
り
神
慮
も

233　

親
鸞　

八
尾
切

『
藻
塩
草
』
所
収
断
簡
の
透
写
で
あ
る
。
こ
の
書
物
の
奥
書
部
分
が

『
翰
墨
城
』
に
あ
り
、
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
本
書
の
性
格
と
伝
来
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
重
文
手
鑑
『
高
松
帖
』
所
収
「
八
尾
切
」
の
解
説

（
落
合
博
志
氏
）
に
よ
っ
て
初
め
て
解
明
さ
れ
た
。
そ
の
指
摘
に
尽
き

る
の
で
、
こ
こ
で
は
以
下
を
省
略
す
る
。

234　

蓮
如　

和
讃
切
⑴

『
三
帖
和
讃
』
の
断
簡
で
あ
る
。
伝
蓮
如
筆
の
「
和
讃
切
」
は
３
～

４
種
類
の
筆
跡
に
分
け
ら
れ
そ
う
だ
。
巻
毎
の
分
担
執
筆
な
の
か
も
し

れ
な
い
。『
三
帖
和
讃
』
は
蓮
如
に
よ
っ
て
初
め
て
開
版
さ
れ
た
と
さ

れ
、
最
も
広
く
流
布
し
た
ゆ
え
に
、
写
本
も
蓮
如
の
筆
跡
と
見
做
さ
れ

た
の
で
は
な
い
か
。
本
断
簡
は
そ
の
中
で
最
も
古
筆
切
の
残
存
数
の
多

い
「
和
讃
切
⑴
」
に
属
す
る
。
通
し
番
号
を
付
す
と
、「
浄
土
和
讃

８
」
で
あ
る
。
旧
古
典
文
学
大
系
『
親
鸞
集 

日
蓮
集
』
の
46
頁
（
大

正
蔵
655
頁
下
段
24
行
―
656
頁
上
段
２
行
）
に
該
当
す
る
。
縦
一
七
・
三
、

横
一
一
・
九
㎝
。
出
典
所
蔵
者
等
に
関
す
る
記
述
は
な
い
。（
図
26
）

（
翻
刻
）

佛
光
照
曜
最
第
一

　

光
炎
王
佛
ト
ナ
ツ
ケ
タ
リ

　

三
途
ノ
黒
闇
ヒ
ラ
ク
ナ
リ

　

大
應
供
ヲ
帰
命
セ
ヨ

　
（
猶
、
フ
リ
ガ
ナ
等
は
省
略
し
た
。）

235　

夢
窓
疎
石　

多
賀
色
紙

右
上
の
見
出
し
に
は
「
夢
想
国
師　

多
賀
色
紙
」
と
あ
り
、
左
傍
下 図26
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部
に
は
「
金
銀
小
切
箔
霞
」
と
記
し
て
い
る
。
伝
夢
窓
疎
石
筆
の
美
麗

な
料
紙
を
用
い
た
色
紙
は
古
く
か
ら
『
古
筆
名
葉
集
』
類
に
記
録
さ
れ

て
い
る
。
内
容
に
つ
い
て
は
『
増
補
新
撰
古
筆
名
葉
集
』
に
「
多
賀
色

紙　

草
書
五
言
絶
句
金
銀
砂
子
」
と
記
さ
れ
た
。
確
か
に
五
言
四
句
の

色
紙
が
多
い
の
だ
が
、
他
に
七
言
四
句
の
色
紙
も
あ
り
、
本
断
簡
は
八

言
四
句
で
あ
る
か
ら
、
必
ず
し
も
五
言
絶
句
に
限
る
訳
で
は
な
さ
そ
う

で
あ
る
。
ま
た
、
五
言
絶
句
の
も
の
も
、
ほ
ぼ
出
典
不
明
で
あ
る
。
本

透
写
に
は
、
朱
と
墨
で
霞
と
小
切
箔
の
文
様
も
透
写
さ
れ
て
い
る
。
縦

一
八
・
二
、
横
一
六
・
一
㎝
。（
図
27
）

（
翻
刻
）

沙
軸
心
得
理
故
揮
翰

札
以
贈
東
山
廣
智
禅

師
観
□
里
人
千
奉
無

忘
上
□
冀
神
護
国
祚

（
ほ
ぼ
意
味
不
明
で
、
恐
ら
く
誤
読
が
多
い
で
あ
ろ
う
。）

図27
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236　

慈
円　

色
紙
（
一
）

『
拾
遺
集
』
巻
四
の
一
首
（
新
編
国
歌
大
観
番
号
261
）
を
書
写
し
て

い
る
。『
古
筆
学
大
成
』
に
は
、
伝
慈
円
筆
の
色
紙
が
（
一
）
と

（
二
）
に
分
類
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
内
容
は
い
ず
れ
も
『
拾
遺

集
』
の
歌
が
散
し
書
き
さ
れ
て
い
る
。
本
透
写
は
恐
ら
く
（
一
）
の
ツ

レ
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
右
上
の
見
出
し
に
は
「
慈
鎮
」、
右
下
に
は

「
幅　

益
田
孝
蔵
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
縦
一
四
・
六
、
横
一
三
・
九

㎝
。（
図
28
）

（
翻
刻
）

か
そ
う
れ
は
わ
か
身
に

　
　
　

つ
も
る
と
し
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　

を

　
　
　
　

お
く
り

図28
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む
か
ふ
と

　
　
　
　
　
　

な
に

　
　
　
　
　
　
　

い
そ

　
　
　
　
　
　
　
　

く
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　

む

237　

慈
円　

円
山
切

見
出
し
は
な
い
が
、「
慈
鎮
」
の
項
の
続
き
だ
か
ら
、
伝
慈
円
の
断

簡
で
あ
る
。
書
写
さ
れ
て
い
る
の
は
『
新
古
今
集
』
巻
五
（
520
―
521
）

で
、
そ
の
筆
跡
を
見
る
と
所
謂
「
円
山
切
」
の
新
出
断
簡
と
考
え
ら
れ

る
。「
岡
三
郎
氏
所
蔵
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
縦
一
八
・
一
、
横
一

一
・
九
㎝
。
横
幅
が
多
く
の
ツ
レ
の
断
簡
よ
り
五
～
六
㎝
程
度
狭
い
の

で
、
三
～
四
行
程
度
が
切
除
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。（
図
29
）

（
翻
刻
）

　
　

和
哥
所
に
て
六
首
哥
つ
か
う
ま
つ
り

　
　

し
と
き
秋
哥

　
　
　
　
　
　
　

前
大
僧
正
慈
圓

あ
き
ふ
か
き
あ
は
ち
の
し
ま
の
あ
り
あ
け
に

か
た
ふ
く
月
を
ゝ
く
る
う
ら
風

　
　

暮
秋
の
こ
ゝ
ろ
を

な
か
つ
き
も
い
く
あ
り
あ
け
に
な
り
ぬ
ら
ん

あ
さ
ち
の
つ
き
の
い
と
ゝ
さ
ひ
ゆ
く

図29
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238　

慈
円　

古
今
集
切
（
二
）

『
古
今
集
』
巻
十
七
（
新
編
国
歌
大
観
918
―
919
）
の
８
行
の
断
簡
で

あ
る
。
右
上
欄
外
の
見
出
し
に
「
慈
鎮　

牛
庵
極　
□
代
了
伴
極　

加

筆
定
家
ト
ア
リ
」
と
記
し
て
い
る
。
確
か
に
文
中
二
箇
所
に
加
筆
が
あ

る
。
こ
の
加
筆
を
定
家
と
見
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
左
傍
欄
外
に
「
具

引
ニ
テ
茶
地
空
□
也
左
□
紙
」
と
あ
る
。
料
紙
の
中
央
に
紙
を
継
い

だ
よ
う
に
縦
線
を
引
い
て
い
る
。
そ
の
右
半
分
に
は
紙
背
に
梅
の
樹
が

描
か
れ
て
い
る
。
原
本
の
状
態
を
写
し
て
い
る
の
か
、
他
紙
を
流
用
し

た
の
か
分
か
り
辛
い
。
た
だ
し
、
他
に
そ
の
よ
う
な
紙
面
を
も
つ
断
簡

は
管
見
に
入
ら
ず
、
や
は
り
流
用
の
結
果
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
筆
跡
や

料
紙
の
寸
法
を
見
る
限
り
、『
古
筆
学
大
成
』
が
慈
円
筆
「
古
今
集
切

（
二
）」
と
分
類
し
て
い
る
も
の
と
一
致
す
る
。
縦
二
一
・
五
、
横
一

五
・
三
㎝
。「
谷
」
と
あ
る
。（
図
30
）

（
翻
刻
）

　

な
に
は
へ
ま
か
り
け
る
時
た
み
の
ゝ

　

し
ま
に
て
あ
め
に
あ
ひ
て
よ
め
る

　
　
　
　
　
　

貫
之

あ
め
に
よ
り
た
み
の
ゝ
し
ま
をに

今
日き
た

ゆ
けれ
と
もと

な
に
は
か
く
れ
ぬ
も
の
に
そ
あ
り
け
る

　

法
皇
の
に
し
か
は
に
お
は
し
ま
し
た
り

　

け
る
日
鶴
す淵

に
た
て
り
と
云
事
を
た
い

図30
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に
て
よ
ま
せ
た
ま
ひ
け
る

　
（
七
行
目
「
す
」
の
左
傍
に
朱
で
「
す
」
と
書
く
）

239　

慈
円　

古
今
集
切
（
五
）

右
上
に
「
慈
鎮
」
と
記
す
の
み
。『
古
今
集
』
巻
十
八
（
新
編
969
―

970
）
の
断
簡
で
あ
る
。『
古
筆
学
大
成
』
の
分
類
す
る
図
版
を
検
す
る

と
、
伝
慈
円
筆
「
古
今
集
切
（
五
）」
に
該
当
す
る
九
行
の
新
出
断
簡

で
あ
る
。
所
蔵
者
等
に
つ
い
て
の
記
載
は
な
い
。
縦
二
二
・
一
、
横
一

六
・
二
㎝
。（
図
31
）

（
翻
刻
）

　
　

り
き
て
よ
ふ
く
る
ま
て
み
え
さ
り
け
れ
は
よ
み

　
　

て
つ
か
は
し
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
り
ひ
ら
の
あ
そ
ん

い
ま
そ
し
る
く
る
し
き
も
の
と
人
ま
た
ん

さ
と
を
は
か
れ
す
と
ふ
へ
か
り
け
り

　
　

こ
れ
た
か
の
み
こ
の
も
と
に
ま
か
り
か
よ
ひ
け
る

　
　

を
か
し
ら
お
ろ
し
て
お
の
と
い
ふ
と
こ
ろ
に
は
へ
り

　
　

け
る
に
正
月
に
と
ふ
ら
は
む
と
て
ま
か
り
た
り

　
　

け
る
に
ひ
え
の
や
ま
の
本
な
り
け
れ
は
ゆ
き
い
と

240　

慈
円　

円
山
切

『
新
古
今
集
』
巻
十
四
の
断
簡
で
あ
る
が
、『
藻
塩
草
』
所
収
の
断
簡

で
あ
る
か
ら
、
以
下
を
省
略
す
る
。

241　

西
行　

相
輪
寺
切

『
月
詣
集
』
の
断
簡
で
あ
る
が
、『
私
撰
集
残
巻
集
成
』
18
に
写
真
が

あ
る
の
で
、
久
曾
神
昇
氏
の
所
蔵
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
よ
っ
て

以
下
省
略
す
る
。

図31
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242　

西
行　

歌
集
切

右
上
に
「
西
行
」、
右
下
に
「
谷
」、
左
下
に
「
□
□
□
紙
」
と
あ
る

ば
か
り
で
、
如
何
な
る
歌
集
か
不
明
の
私
家
集
の
断
簡
。
四
首
の
和
歌

が
あ
り
、
そ
の
内
の
二
首
は
贈
答
歌
で
あ
る
が
、
ど
ち
ら
も
他
の
歌
集

に
見
当
た
ら
な
い
。
ツ
レ
と
な
る
同
様
の
私
家
集
も
今
の
と
こ
ろ
見
当

た
ら
な
い
。
未
詳
私
歌
集
と
す
る
に
留
め
る
。
縦
一
三
・
二
、
横
一

四
・
九
㎝
。（
図
32
）

（
翻
刻
）

は
る
こ
と
の
ゝ
へ
の
わ
か
な
は
ゆ
き
よ
り
も

図32
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わ
か
み
の
と
し
そ
つ
み
ま
さ
り
け
る

つ
ね
よ
り
も
は
る
の
わ
か
な
は
子
日

す
る
松
に
ひ
か
れ
て
い
ろ
も
か
わ
ら

し
　
　

五
月
五
日
ふ
く
な
そ
を
ん
な

　
　

の
も
と
に

す
み
そ
め
に
あ
や
め
も
み
え
ぬ
た
も

と
に
は
き
え
せ
ぬ
ね
を
や
い
と
ゝ
か
く

覧　
　
　
　

返
し

今
日
は
い
と
ゝ
あ
や
め
の
ね
さ
へ
ひ
き
か
け
て

か
は
く
ま
も
な
し
ふ
ち
の
た
も
と
は

243　

西
行　

五
首
切

伝
西
行
筆
の
『
右
大
臣
家
百
首
』（
526
―
528
＊
）
の
３
首
。
田
中
塊

堂
『
つ
ち
く
れ
』
に
掲
載
さ
れ
た
断
簡
で
、『
古
筆
学
大
成
』
も
写
真

を
転
載
し
て
い
る
。
よ
っ
て
以
下
省
略
す
る
。

＊�

『
新
編
国
歌
大
観
』
に
未
収
録
の
定
数
歌
な
の
で
、
歌
番
号
は
小
島
孝

之
「
治
承
二
年
右
大
臣
家
百
首
佚
文
集
成
」（『
講
座
平
安
文
学
論
究
第

五
輯
』）
の
番
号
に
よ
っ
た
。

244　

西
行　

源
氏
物
語
切
（
一
）

『
源
氏
物
語
』
宿
木
巻
の
断
簡
。
伝
西
行
の
「
源
氏
物
語
切
」
は
数

種
類
あ
る
が
、
最
も
残
存
数
の
多
い
（
一
）
の
断
簡
で
あ
る
。『
古
筆

学
大
成
』
が
「
個
人
蔵
手
鑑
」
と
し
て
既
に
写
真
を
搭
載
し
て
い
る
の

で
、
以
下
省
略
す
る
。

245　

西
行　

白
河
切

伝
西
行
筆
古
筆
切
を
代
表
す
る
『
後
撰
集
』
の
断
簡
で
、
百
枚
以
上

の
図
版
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
巻
一
～
巻
十
の
範
囲
し
か
な
く
、
巻

十
一
以
後
の
断
簡
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
と
ま
っ
て
ど
こ
か
に
現
存

し
て
い
る
か
、
既
に
失
わ
れ
た
か
、
前
者
で
あ
る
こ
と
を
祈
り
た
い
。

本
断
簡
は
既
に
『
古
筆
学
大
成
』
が
個
人
蔵
と
し
て
写
真
を
掲
載
し
て

い
る
の
で
、
以
下
を
省
略
す
る
。

246　

西
行　

出
雲
切

『
殷
富
門
院
大
輔
百
首
』
の
断
簡
で
あ
る
。『
翰
墨
城
』
に
収
載
の
断

簡
で
あ
る
か
ら
、
以
下
を
省
略
す
る
。

247　

西
行　

白
河
切

『
後
撰
集
』
巻
一
の
断
簡
。『
古
筆
学
大
成
』
や
『
日
本
名
跡
叢
刊
』
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に
、「
住
吉
家
讃
集
手
鑑
」
と
し
て
写
真
が
公
開
さ
れ
て
い
る
の
で
、

こ
れ
も
以
下
を
省
略
す
る
。

248　

西
行　

歌
集
切

未
詳
の
歌
集
切
で
あ
る
。『
寛
平
御
時
后
宮
歌
合
』
の
歌
だ
け
を
抜

粋
し
て
列
挙
し
た
も
の
（
150
・
127
―
129
）
で
、
ツ
レ
の
存
在
を
知
ら
な

い
。
右
上
の
見
出
し
に
「
西
行
法
師
」
と
あ
り
、
右
下
に
「
谷
」
と
あ

る
。
縦
二
八
・
五
、
横
一
四
・
七
㎝
。（
図
33
）

（
翻
刻
）

し
ら
ゆ
き
を
わ
け
て
わ
か
る
ゝ
か
た
み
に
は
そ
て

に
な
み
た
の
こ
ほ
る
な
り
け
り

ふ
る
ゆ
き
の
つ
も
れ
る
み
ね
は
し
ら
く
も
の

た
ち
も
さ
わ
か
す
を
る
か
と
そ
み
る

み
よ
し
の
ゝ
や
ま
の
し
ら
ゆ
き
ふ
み
わ
け
て
い
り

に
し
人
の
お
と
つ
れ
も
せ
ぬ

ふ
く
か
せ
は
い
ろ
も
み
え
ね
と
ふ
ゆ
く
れ
は
ひ
と
り

ぬ
る
よ
の
み
に
そ
し
み
け
る

249　

西
行　

後
撰
集
切
（
一
）

こ
の
断
簡
に
つ
い
て
は
、
注
記
が
一
切
な
い
の
で
、
ど
う
い
う
つ
も

り
で
写
し
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
。
こ
の
位
置
に
貼
付
し
た
の
が
親
美

翁
自
身
だ
っ
た
か
ど
う
か
も
定
か
で
は
な
い
が
、
恐
ら
く
こ
こ
に
配
置

し
た
時
は
、「
白
河
切
」
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
察
す
る
。
し
か

し
、
こ
れ
は
『
古
筆
学
大
成
』
が
、「
西
行　

後
撰
集
切
（
一
）」
と
し

た
も
の
の
ツ
レ
で
あ
っ
て
、「
白
河
切
」
で
は
な
い
。
こ
の
ツ
レ
は
も

う
一
葉
知
ら
れ
て
い
る
が
、
幸
い
に
も
「
白
河
切
」
は
前
述
の
通
り
極

め
て
多
く
の
断
簡
が
現
存
し
て
い
る
の
で
同
一
箇
所
の
比
較
が
可
能
で

あ
る
。
そ
こ
で
、「
白
河
切
」
と
「
後
撰
集
切
（
一
）」
の
同
一
箇
所
を

比
較
す
る
と
、「
後
撰
集
切
（
一
）」
が
「
白
河
切
」
を
模
写
し
た
こ
と

が
一
目
瞭
然
に
分
か
る
。
両
者
の
間
に
若
干
の
相
違
が
あ
る
の
で
、
正

確
な
模
写
な
の
で
は
な
く
て
、
時
に
変
更
を
加
え
な
が
ら
写
し
た
摸
本

図33
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と
い
う
べ
き
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。『
古
筆
学
大
成
』
が
写
真
を
掲
載

し
て
い
る
の
で
、
以
下
を
省
略
す
る
。

250　

西
行　

白
河
切

こ
れ
は
「
白
河
切
」
で
あ
る
。
原
本
は
『
翰
墨
城
』
所
載
の
断
簡
な

の
で
、
以
下
を
省
略
す
る
。

251　

西
行　

白
河
切

こ
れ
も
「
白
河
切
」
の
『
後
撰
集
』
巻
二
の
断
簡
で
あ
る
。『
古
筆

学
大
成
』
を
初
め
、
多
く
の
図
版
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
徳
川
美
術
館

に
お
け
る
展
示
「
か
な
ー
王
朝
の
美
―
」
に
も
出
品
さ
れ
て
い
る
の
で
、

以
下
を
省
略
す
る
。

252　

寂
蓮　

梁
塵
秘
抄
切

右
上
に
「
寂
蓮
」、
左
下
に
「
翰
」
と
あ
る
。「
翰
林
帖
」
の
こ
と
か
。

罫
線
と
下
絵
の
あ
る
優
美
な
古
筆
切
で
あ
り
、
丁
寧
に
墨
で
下
絵
を
描

き
、
朱
で
◦
印
や
ル
ビ
を
書
き
込
ん
で
い
る
。「
法
門
歌
」（
旧
古
典
大

系
の
番
号
208
）
で
、『
古
筆
学
大
成
』
初
め
多
く
の
紹
介
が
あ
る
。『
中

世
音
楽
史
論
叢
』
所
収
の
古
谷
稔
論
文
に
は
「
穂
久
邇
文
庫
蔵
」
と
さ

れ
て
い
る
。
以
下
を
省
略
す
る
。

253　

寂
蓮　

右
衛
門
切

伝
寂
蓮
筆
の
『
古
今
集
』
断
簡
で
所
謂
「
右
衛
門
切
」
で
あ
る
。

「
右
衛
門
切
」
は
天
地
左
右
を
匡
郭
の
単
線
で
区
切
っ
た
紙
面
の
枠
内

に
本
文
を
書
写
す
る
形
式
で
、
歌
集
と
し
て
は
、
他
に
伝
飛
鳥
井
雅
経

筆
（
実
は
藤
原
教
長
筆
）
の
「
今
城
切
」
他
数
種
に
の
み
見
ら
れ
る
か

な
り
珍
し
い
書
写
形
式
の
写
本
で
あ
る
。
本
論
文
で
は
天
地
左
右
の
匡

郭
を
便
宜
的
に
界
・
枠
と
称
す
る
こ
と
に
す
る
。
本
断
簡
は
田
中
塊
堂

氏
の
旧
蔵
で
、『
古
筆
学
大
成
』
が
『
つ
ち
く
れ
』
の
写
真
を
転
載
し

て
い
る
。
よ
っ
て
以
下
を
省
略
す
る
。

254　

寂
蓮　

田
歌
切

古
代
民
衆
歌
謡
を
集
成
し
た
書
の
断
簡
で
あ
る
が
、
完
本
が
存
在
せ

ず
ど
の
よ
う
な
書
物
で
あ
っ
た
か
分
か
ら
な
い
。「
田
植
歌
」
も
あ
る

が
、
そ
う
で
な
い
歌
も
あ
り
、『
梁
塵
秘
抄
』
の
一
部
な
の
で
は
な
い

か
と
い
う
説
も
あ
る
よ
う
だ
。
本
断
簡
は
『
古
筆
学
大
成
』
が
「
個
人

蔵
」
と
し
て
写
真
を
掲
載
し
て
い
る
の
で
、
以
下
省
略
す
る
。

255　

寂
蓮　

右
衛
門
切

こ
れ
は
『
藻
塩
草
』
所
載
の
断
簡
で
あ
る
か
ら
、
以
下
省
略
す
る
。
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256　

寂
蓮　

右
衛
門
切

こ
れ
も
『
古
筆
学
大
成
』
が
「
個
人
蔵
手
鑑
」
と
し
て
写
真
を
掲
載

し
て
い
る
の
で
、
以
下
を
省
略
す
る
。

257　

寂
蓮　

右
衛
門
切
類
切

「
右
衛
門
切
」
は
『
古
今
集
』
の
断
簡
で
あ
る
が
、「
右
衛
門
切
」
と

同
体
裁
で
『
詞
華
集
』
や
『
千
載
集
』
を
書
写
し
た
断
簡
が
あ
り
、
こ

れ
ら
を
「
右
衛
門
切
類
切
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
本
断
簡
は
『
詞
華

集
』
で
、『
古
筆
学
大
成
』
に
も
「
個
人
蔵
」
と
し
て
写
真
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
か
ら
、
以
下
を
省
略
す
る
。

258　

寂
蓮　

大
色
紙

色
紙
形
の
大
き
な
料
紙
に
一
首
の
歌
を
散
し
書
き
に
し
た
も
の
を

「
大
色
紙
」
と
呼
ん
で
い
る
が
、
本
来
は
色
紙
で
は
な
く
巻
子
本
を
切

り
取
っ
て
色
紙
形
に
し
た
も
の
で
あ
る
。『
古
筆
学
大
成
』
に
は
、
伝

寂
蓮
の
「
大
色
紙
」（
一
）（『
古
今
集
』）、（
二
）（『
後
拾
遺
集
』『
金

葉
集
』『
詞
華
集
』）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
本
断
簡
は
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
な
い
。
本
断
簡
は
『
拾
遺
集
』
巻
二
（
124
）
で
あ
る
。
大

正
か
ら
昭
和
初
期
に
何
度
も
入
札
会
に
出
品
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
は

所
在
不
明
ら
し
い
。
縦
二
二
・
七
、
横
一
九
・
五
㎝
。
透
写
の
右
に
何

や
ら
文
章
が
記
さ
れ
て
い
る
が
読
め
な
い
。（
図
34
）

（
翻
刻
）

さ
つ
き
や
み
く
ら

　

は
し
や
ま
の
ほ
と
ゝ

　
　
　
　
　
　
　
　

き
す

　

お
ほ
つ
か
な
く
も

図34
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な
き
わ
た
る
か
な

259　

寂
蓮　

右
衛
門
切

こ
れ
も
「
右
衛
門
切
」『
古
今
集
』
巻
十
五
（
754
―
756
）
で
、『
古
筆

学
大
成
』
に
「
桑
山
美
術
館
蔵
」
と
し
て
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の

で
、
以
下
省
略
す
る
。

260　

寂
蓮　

右
衛
門
切

こ
れ
は
『
古
今
集
』
巻
四
（
182
―
183
）
の
新
出
断
簡
で
あ
る
。
注
記

の
類
は
一
切
な
い
。
縦
二
〇
・
二
、
横
一
四
・
一
㎝
。
界
一
六
・
一
、

枠
一
二
・
六
㎝
（
図
35
）

（
翻
刻
）

　
　
　

な
ぬ
か
の
よ
の
あ
か
月
に
よ
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
な
も
と
の
む
ね�

ゆ
き�

﻿

の
朝
臣

い
ま
は
と
て
わ
か
る
ゝ
と
き
は
あ
ま
の
か
は

わ
た
ら
ぬ
さ
き
に
袖
そ
ひ
ち
ぬ
る

　
　
　

八
日
の
よ
ゝ
め
る　

に
ふ
の
た
ゝ
み
ね

け
ふ
よ
り
は
い
ま
こ
む
と
し
の
き
の
ふ
を
そ

い
つ
し
か
と
の
み
ま
ち
わ
た
る
へ
き

図35
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261　

寂
蓮　

右
衛
門
切

本
断
簡
は
『
古
今
集
』
巻
十
三
（
664
―
665
）
で
、
こ
れ
も
新
出
の

「
右
衛
門
切
」
で
あ
る
。
こ
の
断
簡
に
も
一
切
の
注
記
類
が
な
い
。
縦

二
〇
・
六
、
横
一
三
・
九
㎝
。
界
一
六
・
一
、
枠
一
二
・
六
㎝
。（
図

36
）（

翻
刻
）

山
し
な
の
を
と
は
の
山
の
を
と
に
た
に

人
の
し
る
へ
く
わ
か
こ
ひ
め
か
も

　
　

こ
の
う
た
あ
る
人
あ
ふ
み
の

　
　

う
ね
め
の
と
な
む
ま
う
す

　
　
　
　
　
　
　

き
よ
は
ら
の
ふ
か
や
ふ

み
つ
し
ほ
の
な
か
れ
ひ
る
ま
を
あ
ひ
か
た
み

み
る
め
の
う
ら
に
よ
る
を
こ
そ
ま
て

262　

寂
蓮　

右
衛
門
切

『
古
今
集
』
巻
十
七
（
877
―
879
）
の
断
簡
で
、
こ
れ
も
「
右
衛
門

切
」
の
新
出
断
簡
で
あ
る
。
こ
れ
に
も
注
記
の
類
は
一
切
な
い
。
縦
二

〇
・
五
、
横
一
四
・
一
㎝
。
界
一
六
・
〇
、
枠
一
二
・
五
㎝
。（
図
37
）

図36

図37
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（
翻
刻
）

　
　
　
　
　
　
　

よ
み
人
し
ら
す

を
そ
く
い
つ
る
月
に
も
あ
る
か
な
あ
し
ひ
き
の

や
ま
の
あ
な
た
も
お
し
む
へ
ら
な
り

わ
か
心
な
く
さ
め
か
ね
つ
さ
ら
し
な
や

を
は
す
て
山
に
て
る
月
を
み
て

　
　
　
　
　
　
　

な
り
ひ
ら
の
朝
臣

263　

寂
蓮　

新
古
今
集
切
（
二
）

『
新
古
今
集
』
巻
十
一
（
1024
―
1025
）
の
断
簡
。
寂
蓮
は
和
歌
所
寄
人

の
一
員
に
加
え
ら
れ
、『
新
古
今
集
』
撰
者
に
名
を
連
ね
た
が
、
完
成

を
見
ず
し
て
没
し
た
の
で
、『
新
古
今
集
』
完
本
の
筆
者
に
な
れ
る
訳

が
な
い
。「
寂
蓮
」
の
極
め
が
誤
り
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
が
、

古
筆
切
の
鑑
定
に
は
よ
く
あ
る
こ
と
で
あ
る
。『
古
筆
学
大
成
』
は
伝

寂
蓮
筆
の
「
新
古
今
集
切
」
を
（
一
）
～
（
四
）
に
分
類
す
る
が
、

（
一
）、（
二
）
が
大
部
分
を
占
め
る
。
本
断
簡
は
そ
の
（
二
）
に
相
当

し
、『
古
筆
切
影
印
解
説
Ⅲ
新
古
今
集
』
に
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、

久
曾
神
昇
氏
の
旧
蔵
で
あ
っ
た
と
知
ら
れ
る
。
従
っ
て
以
下
を
省
略
す

る
。

264　

寂
蓮　

色
紙
（
一
）

『
古
今
集
』
巻
二
（
76
）
の
歌
を
散
し
書
き
に
し
た
も
の
。『
古
筆
学

大
成
』
が
「
伝
寂
蓮
筆
色
紙
（
一
）」
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
巻
子
本

か
ら
色
紙
形
に
切
り
出
し
た
も
の
で
、
金
銀
砂
子
を
撒
き
、
切
箔
・
野

毛
な
ど
を
散
ら
し
た
豪
華
な
装
飾
を
施
し
た
書
物
で
、
巻
物
で
あ
っ
た

時
は
さ
ぞ
か
し
豪
華
な
書
物
で
あ
っ
た
ろ
う
と
想
像
さ
れ
る
。『
古
筆

学
大
成
』
の
解
説
で
、
小
松
茂
美
氏
は
国
宝
『
源
氏
物
語
絵
巻
』
の

「
蓬
生
」「
絵
合
」
の
巻
の
詞
書
と
同
筆
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
三
十
回

『
手
か
が
み
』、『
か
な
古
筆
て
か
が
み
』、『
日
本
名
筆
全
集
』
等
に
図

版
が
あ
る
の
で
、
以
下
を
省
略
す
る
。

265　

寂
蓮　

大
坂
切

『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
上
（
307
―
310
・
316
）
の
断
簡
。
元
は
巻
子
本
で

あ
っ
た
。
末
尾
の
和
歌
一
首
は
歌
番
号
が
飛
ん
で
い
る
こ
と
で
分
か
る

よ
う
に
、
後
ろ
の
方
か
ら
切
り
取
っ
て
漢
詩
の
後
に
貼
り
合
わ
せ
て
い

る
。
古
筆
切
を
装
幀
す
る
際
に
、
漢
詩
と
和
歌
を
同
時
に
鑑
賞
で
き
る

よ
う
に
切
り
貼
り
す
る
こ
と
は
し
ば
し
ば
行
わ
れ
て
い
る
。
巧
妙
に
貼

り
合
わ
せ
て
い
る
の
で
、
容
易
に
継
ぎ
目
が
分
か
ら
な
い
場
合
が
あ
る

こ
と
に
注
意
を
要
す
る
。『
古
筆
学
大
成
』
は
本
断
簡
を
収
録
し
て
い

な
い
が
、
複
製
手
鑑
の
『
月
影
帖
』『
日
く
ら
し
』
等
に
図
版
が
あ
る
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の
で
、
以
下
を
省
略
す
る
。

266　

寂
蓮　

佐
野
切

『
賀
茂
社
歌
合
』（
57
―
58
）
の
断
簡
。
治
承
二
年
三
月
十
五
日
に
賀

茂
別
雷
社
で
神
主
賀
茂
重
保
に
よ
っ
て
催
さ
れ
た
歌
合
の
浄
書
本
原
本

で
あ
る
。
寂
蓮
も
こ
の
歌
合
に
参
加
し
て
い
る
が
、
浄
書
本
の
真
の
筆

者
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
原
本
は
金
・
銀
泥
で
折
枝
・
鳥
な
ど
を
描

い
た
料
紙
に
丁
寧
に
書
写
さ
れ
た
巻
物
で
、
当
透
写
も
下
絵
を
墨
で
入

念
に
写
し
て
い
る
。
こ
の
断
簡
は
『
翰
墨
城
』
に
押
さ
れ
て
い
る
。
な

お
、
原
本
の
内
の
四
十
首
を
収
め
る
零
巻
が
藤
田
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ

て
い
る
そ
う
で
あ
る
。
以
下
を
省
略
す
る
。

267　

寂
蓮　

後
拾
遺
集
切
（
一
）

『
後
拾
遺
集
』
巻
四
（
287
―
289
）
の
断
簡
で
あ
る
。『
古
筆
名
葉
集
』

の
類
に
は
、
寂
蓮
の
項
に
「
四
半　

後
拾
遺
」
と
い
う
も
の
が
記
さ
れ

て
お
り
、『
古
筆
学
大
成
』
が
「
後
拾
遺
集
切
（
一
）」
と
し
て
い
る
も

の
が
そ
れ
に
当
た
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
本
断
簡
も
そ
の

新
出
断
簡
で
あ
る
。
な
お
、『
古
筆
学
大
成
』
が
「
後
拾
遺
集
切

（
二
）」
と
し
て
い
る
断
簡
は
、
巻
十
八
が
完
本
で
伝
わ
っ
て
い
た
の
を

昭
和
に
入
っ
て
京
都
で
分
割
さ
れ
た
の
で
「
都
切
」
と
命
名
さ
れ
た
。

他
方
、
青
木
信
寅
氏
旧
蔵
本
で
あ
っ
た
巻
十
五
が
近
年
分
割
さ
れ
て

「
青
木
切
」
と
命
名
さ
れ
た
。
よ
っ
て
、「
都
切
」
と
「
青
木
切
」
と
は

呼
称
は
違
っ
て
も
共
に
「
後
拾
遺
集
切
（
二
）」
の
ツ
レ
で
あ
る
。
ま

た
、
平
成
四
年
の
東
京
古
典
会
に
出
品
さ
れ
た
巻
十
一
～
巻
十
三
の
零

本
（
現
所
蔵
者
不
明
）
は
こ
の
青
木
切
本
の
僚
巻
で
あ
る
可
能
性
が
あ

り
そ
う
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
本
断
簡
は
、
縦
二
三
・
二
、
横
一
三
・

二
㎝
で
あ
る
。
出
典
の
注
記
は
な
い
。（
図
38
）

（
翻
刻
）

　
　
　
　
　
　
　
　

能
因
法
師

秋
は
な
を
わ
か
身
な
ら
ね
と
た
か
さ
こ
の

図38



58

お
の
え
の
し
か
も
つ
ま
そ
こ
ふ
ら
し

　
　

夜
宿
野
亭
と
云
心
を
よ
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　

叡
覚
法
師

こ
よ
ひ
こ
そ
し
か
の
ね
ち
か
く
き
こ
ゆ
な
れ

や
か
て
か
き
■
ほ
は
秋
の
ゝ
な
れ
は

題
不
知　
　

藤
原
長
能

み
や
き
の
に
つ
ま
よ
ふ
し
か
そ
さ
け
ふ
な
る

（
二
首
目
二
行
目
の
■
は
書
き
損
じ
て
上
か
ら
な
ぞ
っ
た
が
、
読

め
な
い
の
で
下
に
書
き
直
し
た
ら
し
い
）

268　

寂
然　

村
雲
切

右
下
に
「
寂
然　

加
筆
定
家
」
と
あ
り
、
左
下
に
「
中
銀
切
箔
張
」

と
あ
る
。『
貫
之
集
』（
私
家
集
大
成
Ⅰ
708
―
710
）
の
断
簡
で
あ
る
。

「
村
雲
切
」
に
つ
い
て
は
研
究
が
積
み
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
詳
細
は
そ

れ
ら
に
譲
る
（
杉
谷
寿
郎
氏
『
平
安
私
家
集
研
究
』、
田
中
登
氏
「
素

寂
本
貫
之
集
の
意
義
」『
関
西
大
学
文
学
論
集
』
54
所
収
そ
の
他
）。
本

断
簡
は
『
古
筆
学
大
成
』
に
「
個
人
蔵
手
鑑
」
と
し
て
原
寸
大
の
写
真

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
以
下
を
省
略
す
る
。

269　

寂
然　

村
雲
切

こ
れ
も
「
村
雲
切
」
で
、『
貫
之
集
』（
Ⅰ
480
―
481
）
の
新
出
断
簡
で

あ
る
。
右
上
に
「
大
原
寂
然
」、
右
下
に
「
谷
」
と
あ
り
、
左
下
に

「
中
切
箔
銀
多
ク
金
少
々
入
」
と
あ
っ
て
、
左
側
傍
記
に
「
左
ニ
詞
少

シ
ア
リ
シ
ヲ
ケ
ヅ
リ
シ
ア
ト
ア
リ
」
と
書
い
て
い
る
。
写
真
に
見
る
よ

う
に
、
本
断
簡
は
本
文
が
六
行
で
、
左
側
に
二
行
分
程
度
の
空
白
が
あ

る
。
巻
末
で
も
な
い
の
に
不
自
然
な
空
白
で
あ
る
。
親
美
翁
の
こ
の
書

入
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
空
白
部
分
に
は
、
次
の
歌
の
詞
書
「
い
ね
か
り

ほ
せ
る
」
が
書
か
れ
て
い
た
の
を
削
消
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
次

の
歌
の
上
句
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
は
分
か
ら
な
い
。
縦

一
六
・
五
、
横
一
三
・
二
㎝
。（
図
39
）
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（
翻
刻
）

　
　

九
月
く
る
ゝ
ひ

く
さ
も
き
も
たも

つみ

ち
ゝ
り
ぬ
と
み
る
ま
て
に

秋
の
く
れ
ぬ
る
け
ふ
は
き
に
け
り

　
　

の
こ
れ
る
き
く

あ
き
さ
け
る
き
く
に
は
あ
れ
や
か
み
な
つ
き

し
く
れ
そ
は
な
の
い
ろ
は
さそ

きめ

け
る

（
文
字
の
左
傍
に
ミ
セ
ケ
チ
の
符
号
「
〟」
が
あ
る
が
、
表
記
で
き

な
い
の
で
二
重
線
で
代
用
し
た
）

270　

寂
念　

松
本
切

『
後
拾
遺
集
』
巻
十
四
（
786
―
787
）
の
断
簡
で
あ
る
。
右
上
に
「
寂

念　

松
本
切
」、
左
下
に
「
翰
」
と
の
注
記
が
あ
る
。
注
記
の
通
り
、

所
謂
「
松
本
切
」
で
あ
る
。
こ
の
断
簡
は
、『
古
筆
切
影
印
解
説
Ⅱ
六
勅

撰
集
編
』
の
巻
頭
口
絵
に
原
色
刷
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
久
曾
神
昇
氏

の
旧
蔵
で
あ
る
。「
翰
」
は
「
翰
林
帖
」
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
以
下

を
省
略
す
る
。

以
上
で
『
名
葉
集　

下
』
の
前
半
を
紹
介
し
終
え
た
こ
と
に
な
る
。

紙
数
も
大
幅
に
超
過
し
て
い
る
故
、
今
回
は
こ
こ
ま
で
に
と
ど
め
た
い
。

付
記

前
稿
（
４
）
に
お
い
て
も
私
の
誤
読
、
ケ
ア
レ
ス
ミ
ス
が
多
数
指
摘

さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
に
一
覧
を
付
す
こ
と
を
お
許
し
頂
き
た
い
。

111　

□
華
傳
父
又
→
法
華
傳
文
又

138　

伯
細
之
袖
不
敷
而
→
伯
細
之
袖
不
数
而

141　

郷
国
眇
茫
孤
戌
暁
→
郷
国
眇
茫
孤
戍
暁

図39
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144　

さ
き
ち
り
あ
か
ぬ
→
さ
き
ち
り
あす
き

き
ぬ

158　

百
首
哥
た
て
ま
つ
り
し
に
→
百
首
哥
た
て
ま
つ
り
し
時

159　

此
哥
在
人
云
柿
本
→
此
哥
或
人
云
柿
本

167　

カコ

コ

ラ

ワ

ヒ

シ

キ

ワ
ヒ
シ
カ
ル
ラ
ム
→
カ・

ワコ

ラ

ワ

ヒ

シ

キ

ヒ
シ
カ
ル
ラ
ム

（
注
）�
ル
ビ
の
一
字
目
は
訂
正
の
符
号
と
み
る
べ
き
か
も
し

れ
な
い

172　

の
四
十
か
は
◦九
条

家
に
て
→
の
四
十
賀
◦九
条
ノ

家
に
て

　
　

右
大
臣
左
大
臣
に
卅
七
→
右
大
臣
左
大
臣
卅
七

173　

我
は
た
ゝ
は
る
→
我
は
た
ゝ
は
な

191　

麗
景
殿
前
女
房
→
麗
景
殿
前
女
御

　
　

い
き
そ
か
へ
ら
ぬ
→
い
き
も
か
へ
ら
ぬ

　
右
の
多
く
は
細
貝
宗
弘
氏
の
ご
指
摘
に
よ
る
。
記
し
て
感
謝
申
し
上

げ
る
。

補
記初

校
を
見
て
下
さ
っ
た
山
田
尚
子
先
生
の
ご
教
示
に
よ
り
、
211
の

「
橘
逸
勢　

漢
籍
切
」
に
つ
い
て
当
断
簡
が
石
山
寺
蔵
の
『
史
記
』（
国

宝
）
の
ツ
レ
で
あ
る
事
が
分
か
っ
た
。
石
山
寺
蔵
本
の
『
史
記
』
は
巻

九
十
六
張
丞
相
列
伝
・
巻
九
十
七
酈
生
陸
賈
列
伝
の
部
分
で
あ
り
、
そ

の
張
丞
相
列
伝
の
前
半
部
を
欠
い
て
い
る
。
当
断
簡
は
ま
さ
に
そ
の
欠

脱
部
に
相
当
す
る
。
国
会
図
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
昭
和

十
三
年
の
古
典
保
存
会
の
複
製
を
見
る
こ
と
が
出
来
、
字
詰
め
、
書
体

等
、
同
一
写
本
の
ツ
レ
で
あ
る
と
考
え
て
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

山
田
孝
雄
の
解
題
に
よ
れ
ば
、「
恐
ら
く
は
奈
良
朝
に
於
け
る
本
邦
写

経
生
の
書
写
な
る
べ
し
」
と
あ
る
。
ま
た
、
私
は
「
本
断
簡
は
…
「
石

山
切
」
と
は
異
な
る
」
と
し
た
が
、
本
来
石
山
寺
か
ら
出
た
断
簡
で
あ

る
ゆ
え
、
む
し
ろ
「
石
山
切
」
の
呼
称
は
相
応
し
い
も
の
と
い
う
べ
き

で
あ
っ
た
。

あ
ら
た
め
て
、
細
貝
宗
弘
、
山
田
尚
子
両
先
生
に
は
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

（
こ
じ
ま
・
た
か
ゆ
き　

成
城
大
学
名
誉
教
授
）


